
 
2016年 11月 11日 第 3177回例会 

 
  於： 横須賀商工会議所 

＜点鐘・開会＞ １２：３０ 谷 会長 

＜斉    唱＞ 「手に手つないで」 

＜ゲスト紹介＞ ＊内閣府認定ＮＰＯ法人日本防災環境 事務局長 山 田 一 廣 様 

 ＊社会福祉法人海風会 理事長 髙 井 一 雄 様 

＜会 長 報 告＞ ＊海風学園いちばん星バザーチケットのお願い 

 ＊ガバナー事務所より 

  ・２０１７～１８年度ロータリー奨学生 選考試験結果について 

   当クラブ推薦：矢 嶋  優さん  

          ロータリー奨学生（グローバル補助金）の候補者に決定 

  ・上記合格者オリエンテーションについて 

    １１月１３日（日）１４：００～１６：００0  

             於：第一相澤ビル２階「会議室」 

＜委員長報告＞ ＊雑誌委員会瀬戸委員長よりロータリーの友「１１月号」 

＜幹 事 報 告＞ ＊ガバナー月信 No.５ 

 ＊例会終了後第５回理事役員会開催（３０２研修室） 

＜出 席 報 告＞ ＊出席委員会 澤田委員長より１１月１１日の出席率 

会 員 数 出席対象者数 出 席 数 欠 席 数 メークアップ数 出 席 率 

１１１名 １０１名 ６７名 ３４名 ２名 68.32％ 

＜ニコニコ報告＞ 

 ・三    役 内閣府認証ＮＰＯ法人日本防災環境事務局長山田一廣様、本日卓話宜しくお願いします。 

 ・福 西、鈴木（之）、井 苅、長 尾、澤 田、秋 本、 

  齋藤（眞）、岩 瀬、前 川、藤 村、勝 間、池上、小 沢、 

  根 岸、高橋（隆）、田 邉、長 坂、渡辺（治）  各会員 

         内閣府認証ＮＰＯ法人日本防災環境事務局長 山田一廣様、本日卓話宜しくお願い致し 

         ます。 

 ・髙橋（秀）、波 島、渡辺（治）、高橋（隆）  各会員 海風学園髙井理事長ようこそお出で頂きました。 

 ・上 林 会員 海風会バザー券よろしくお願いします。今年も１２月４日お待ちしております。 

 ・長 堀、長 尾、益 山 各会員 誕生月祝いとして 

 ・明野２番テーブルマスター １１月８日、アメリカ大統領選挙に沸く中、越川副会長にご出席頂き、 

         観音崎京急ホテルにおいて２番テーブルミーティングが開催され、精鋭７名が出席しま 

         した。信木サブマスターのご尽力により、楽しいひと時を過ごしました。ご出席の皆様、 

         有難うございました。 

 ・渡 邉、淡 路 両会員 過日行われた２番テーブルミーティングでは米大統領選前日ということもあ 

         り、参加者６名と少しさびしかったですが、越川副会長にもご参加いただき、ディープ 

         で楽しい時間を過ごせました。石田会員にはワイン会で行けなかった甲州のワインを差 

         し入れいただき、おいしく頂きました。明野テーブルマスター、信木サブマスターお世 

         話になりました。 

 ・山 ３番テーブルマスター １１月７日、３番テーブルミーティングを平安閣で開きました。谷会長、 

         山下幹事、事務局三宅さんの御出席を頂き有難うございました。又、多数の会員の皆様 

         の御出席をいただき有難うございました。楽しく過ごせました。薦野サブマスター、 

         セッティング御苦労様でした。 

 ・  井、外 木 両会員 １１月７日、平安閣にて３番テーブルミーティングを行いました。山 マス 

         ター、薦野サブマスターお疲れ様でした。西村会員、美味しいお食事有難うございまし 



         た。 

 ・江沢４番テーブルマスター 先日のテーブルミーティング御参集くださいまして有難うございました。 

 ・藤原４番テーブルサブマスター １１月４日、メルキュールホテルにてテーブルミーティングを会長に 

         ご出席頂き開催いたしました。御参加の皆様有難うございました。軍司会員、美味しい 

         お料理ご馳走様でした。 

 ・徳 永、宮 島、福 西、小佐野、三 堀 各会員 １１月４日、メルキュールにて４番テーブルミー 

         ティングを行いました。江沢マスター、藤原サブマスターお疲れ様でした。軍司会員、 

         美味しいお食事有難うございました。 

 ・飯塚６番テーブルマスター ６番テーブルミーティング、大河原会員おいしい料理有難うございました。 

         鈴木嘉明サブマスター有難うございました。 

 ・上 林、鈴木（嘉）、野 坂 各会員 １１月９日、魚藍亭にて６番テーブルミーティングを行いました。 

         飯塚マスター、鈴木嘉明サブマスターお疲れ様でした。大河原会員美味しいお食事有難 

         うございました。 

 ・外﨑７番テーブルマスター １１月４日の７番テーブルミーティング、副会長、幹事、事務局にご出席 

         頂き、楽しいひと時を過ごしました。美味しいイタリアンをご紹介頂いた五十嵐会員 

         有難うございました。 

 ・大 竹、五十嵐 両会員 １１月４日、パッポーナにて７番テーブルミーティングを行いました。 

         外﨑マスター、清水サブマスターお疲れ様でした。イタリアンとても美味しかったです。 

 ・波 島 会員 過日の７番テーブルミーティング、欠席して申し訳ありませんでした。 

 ・瀬 戸 会員 ７番テーブルミーティング、都合により出席できず申し訳ありませんでした。 

         またの機会を楽しみにしております。 

 ・野 坂、飯 塚 両会員 山 先生に大変お世話になりました。 

 ・八 木、岡 田、鈴木（孝）、山 下、越 川 各会員 横須賀映画「スカブロ」皆様のご協力を頂きま 

         して、１１月８日にクランクインしました。ご協賛頂きました大勢の皆様、本当に有難 

         うございます。またロケに多大なご協力を頂いているメルキュールホテル様、観音崎京 

         急ホテル様、横須賀共済病院様、鈴木康仁会員、ありがとうございます。 

 ・江 沢 会員 本日の天気、自分にとってロータリー日和となりました。 

 ・越 川 会員 先週の例会にて、物井会員に妻との想い出の曲「ハワイアン・ウェディング・ソング」 

         をかけて戴きありがとうございました。 

 ・齋藤（眞）   会員 １１月１７日、本町のアゴラにてボージョレーヌーボの会を行います。ご参加よろし 

         くお願いいたします。 

 ・山 下、瀬 戸 両会員 それじゃ、トランプでもやりますか。ババ抜きね。 

 ・  井、山 下、前 川、山 、外 木 各会員 写真をいただいて。 

 

 

＜卓    話＞    「 命を守る心の準備 －大規模地震に備えて－ 」 

                              内閣府認定ＮＰＯ法人 日本防災環境 

                                事務局長 山 田 一 廣 様 



 

 

略歴：日本文藝家協会会員、日本ペンクラブ会員、神奈川新聞社勤務 

   エチオピアに関する著作、翻訳等多数の著書を発行 

 

Ⅰ．はじめに 

 私は現在のＮＰＯ法人日本防災環境の仕事をする前はメディアの取

材記者あるいはフリーのジャーナリストとしていろいろな事件事故の

現場を歩いてまいりました。昭和４０年代の静岡県田子の浦のヘドロ

問題、アフリカの飢餓問題、内戦などの現場を歩いてきました。本日

のテーマにかかわる大規模地震でいえば平成７年の阪神淡路大震災、

これは発災１週間後に神戸市長田区、東灘区に行き、まだ火災の沈下

後すぐで歩くと地面が熱いというような現場も経験してきました。ま

た５年前の東日本大震災、これは現在も取材で足を運んでいます。陸前高田町が津波で町が持っていかれる

という悲惨な状況を目の当たりにしています。 

「東日本大震災」「熊本地震」の被害を知っていただきたく、写真を回覧させていただきます。 

 今年４月の熊本地震は発災２カ月後に、１，２００㎞を車で１０時間を掛けて行きました。まだ熊本市内

ではレンタカーがないということで神奈川から車で現地に行ってきました。ここ数年で大きな地震が立て続

けで起こっています。夏目漱石の弟子寺田寅彦は「天災は忘れたころにやってくる」という言葉残していま

すが、完全に死語になっている現在、「命を守る心の準備－大規模地震に備えて－」について本日は話をさ

せていただきます。 

 ２０１３(平成２５)年１２月、政府の中央防災会議の作業部会は、マグニチュード７クラスの直下地震が、

この３０年の間に発生する確率は７０パーセントとし、新たな被害想定の報告書をまとめました。 

 また、東海沖から九州沖の太平洋海底に延びる溝状の地形(トラフ)付近で起きることが予想される南海ト

ラフ巨大地震は、東日本大震災と同じ、マグニチュード９.０で、最悪の場合３３万人の死者が出ると想定

されています。こうした状況から、地震は私たちの生活のなかで、決して避けては通れない課題となりまし

た。阪神・淡路大震災、東日本大震災、そして熊本地震などの教訓を生かして取り組まなければなりません。 

特に、首都直下地震は｢３０年以内に７０パーセント｣という想定を冷静に受け止め、防災・減災に生かすこ

とが重要です。 

＊首都直下地震の主なものには、「東京湾北部地震」と「多摩直下地震」があり、横須賀市の場合には前者

の「東京湾北部地震」が、震度４～６強の揺れで発生します。また、このほかにも「三浦半島断層群」を震

源とするマグニチュード７.２の地震、さらにはマグニチュード８.２の「大正型関東地震」があり、いずれ

も震度６強から震度７の強い揺れが想定されています。ただし、「大正型関東地震」は、今後１００年から

２００年先にその可能性が指摘されています。 

 Ⅱ．大規模地震の被害想定 

  １．首都直下地震（東京湾北部地震）の場合 

   ★建物全壊・焼失 約６１万棟  ★死者 約２３,０００人(内１６,０００人は火災) 

   ★経済的被害 約９５兆円    ★帰宅困難者 約８００万人 ★避難者 約７２０万人 

   ★ライフライン施設被害 

    電力 約１６０万軒    上水道 約１,１００万人 

    ガス 約１２０万軒    固定電話 約１１０万回線 

 

  ２．南海トラフ巨大地震の場合 

   ★死者 最悪約３３０,０００人       ★避難者 約９５０万人 

   ★経済的被害 約２２０兆３,０００億円   ★不足食料 約３,２００万食 

 

Ⅲ．大規模地震に備えるために 

  １．まずは家族(社内)会議の開催 



    ①ひとりひとりの役割分担 

    ②住宅の耐震化と家具転倒防止(ガラスには飛散防止フィルムを貼る) 

    ③非常持ち出し品のチェック 

    ④連絡方法や避難場所の確認(外出中の家族との連絡方法なども) 

    ⑤緊急時の電話番号の確認(友人・知人なども) 

    ⑥防災訓練に参加 

  ２．非常持ち出し品の準備 

    ①一次持ち出し品リスト(最初の避難時、男性１５㎏、女性１０㎏)  

     貴重品(通帳・印鑑・小銭)、携帯ラジオ、懐中電灯、ヘルメット、非常用食料と水、衣類・生 

     活用品(下着・タオルなど)、救急薬品。 

    ②二次持ち出し品リスト(災害復旧までの数日間の自活用、最低で３日分出来れば５日から７日 

     分) 

     食料(レトルト・缶詰・チョコレートなど)、水(大人一人当たり１日３リットル)、燃料・その他 

     (卓上コンロ・固形燃料・洗面具・ビニール袋など)。 

     ＊食料は１食の目安が４００キロカロリー。 

    ③南海トラフ巨大地震の場合には、農林水産省案として大人１人の１週間分の必須量として水２１ 

     リットルや米６７５グラム、レトルトご飯７パック、缶詰１１缶などをあげている。 

  ３．地震時のポイント(あわてず、落ち着いて) 

    ①身の安全をはかる。 

     ②火の始末。 

    ③急いで外に飛び出さない。 

    ④地震時にはドアを開け、火災時には閉める。 

    ⑤自動車は左に寄せて停車。 

     ⑥避難は徒歩で、持ち物は最小限。 

    ⑦デマに惑わされずに。 

  ４．津波から身を守る(訓練を通して｢津波てんでんこ｣) 

    ①ただちに高台などに避難(率先避難)。 

    ②避難場所はあらかじめ確認。 

    ③揺れが小さくても油断しない。 

    ④津波は繰り返し襲ってくる。 

    ⑤津波が見えてからでは逃げ切れない。 

    ⑥避難は徒歩で、持ち物は最小限。 

    ⑦デマに惑わされずに。 

   ＊津波てんでんこ＝津波から身を守るためには、てんでばらばらに素早く高台に避難する 

            という被害の歴史から生まれた教訓。 

 

   最後に皆さんに知っておいていただきたい事。 

     自助：自分の命は自分で守、家族は自分達で守。 

     共助：自分が助かった後に隣近所と力を合わせ復旧・復興に務める。 

     公助：対象が広すぎて殆ど当てにならない。 

 

＜閉会・点鐘＞ １３：３０ 谷 会長 

                                    週報担当 淡 路 なな恵 


